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FIAF4 第３戦・第４戦 富士スピードウェイ

◼ 開催日：５月３日～４日
◼ 開催場所：富士スピードウェイ
◼ 天候：１日 曇り雨 ・ ２～４日 晴れ

路面：１日 ドライ→ウェット ・ １１～１４日 ドライ
◼ 参加台数：３４台

Team Principal: Masashi Kawaguchi
Secretariat： PECORA INC.
Driver：Iori Kimura
Mechanic：Kazuya Tachi / Shouma Tachi



Silver Star Racing Team – FIA F4 #20

FIAF4 Japanese Championship 参戦報告書

ゴールデンウィークのビッグイベントとして開催される、富士スピードウェイでの第3戦・第4戦、
高速サーキットとして知られる富士スピードウェイ、さらにシリーズで唯一2回開催される舞台だけに、
ここでの戦いはシリーズ争いに大きな影響を及ぼすことは過去に実証されている。それだけに、
この富士大会での第3戦・第4戦は大きな意味を持つこととなるだろう。
先に勝利を挙げたドライバーは達はここで再び優勝出来れば主導権を握れる。
そうした争いに木村偉織、他のライバルらが絡んでくることで、
予想以上の激戦となる可能性も秘めている、それが富士大会へのパドック内の展望だろう。

2019 FIA F4 選手権第３/４戦富士大会スケジュール

５月１日 F4プライベートテスト

５月２日 OTG FIAF4トレーニング①

OTG FIAF4トレーニング②

５月３日 公式予選

FIAF4選手権第３戦決勝 (15 LAPS)

５月４日 FIAF4選手権第４戦決勝 (15 LAPS)

〚スケジュール〛[SCHEDULE］

F4プライベートテスト

５月１日--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

１本目のコンディションは曇り、２本目のコンディションは曇り→雨と
難しいコンディションでの走行になりました。

路面のコンディションもレースとは大きく異なり、そこから採れるデータもそこまで参考にならない為、
１本目の走行では新品タイヤを入れずに程度のいい中古でマシンのバランスやセットアップを
確認しました。
そこでセクター３での車のフィーリングがいまいち上手く行かなかったのでセットアップを変更し、
２本目の走行で確認することを決めました。
しかし、２本目は雨により路面はハーフウェット。
コースのコンディションもかなり悪くなってしまった為、
チームと話し合った結果走行を中止し見学することにしました。
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OTG FIAF4 トレーニング

１回目 ７５分間---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
１本目は昨日ウェットになってしまった結果、テストできなかったセットアップをまずは確認しつつ
ニュータイヤを入れてアタックしました。
タイムは伸び悩み16番手、セクタータイムを確認してみるとセクター３でのタイムが大きく遅れていること
がわかりました。
原因としては進入でのオーバーステアがきつく旋回から出口にかけてのスピードが遅かったのでそこで車が
踏ん張ってくれるようにセッティングとドライビングを変えて２本目に挑もうと思いました。

２回目 ７５分間----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
マシンのセッティングを変更し２セッション目を走りました。
まずは前半２０分はユーズドを使いレースラップくらい走った場合のペースの変化を確認。
しかし、セットアップを変えても依然とリアが暴れる感じがするのでタイヤをニューに変えて
帳尻が合うかどうか確認することにしました。
その結果リアの暴れ具合は収まり多少はよくはなりましたが、まだまだセクター３でコンマ５秒ほど
遅くデータを比較しながらメカニックさんと話しながら土曜日に向けてのセットアップを考えて行きたいと
思いました。

FIAF4 富士大会 公式予選

ゴールデンウィークということで朝から多くのファンがスタンドに詰めかけた5月3日（金）。
快晴で最終コーナー方向に雄大な富士が浮かび上がり、絶好のドライコンディションとなる中、
午前8時05分から30分間の公式予選が行われた。
オンタイムで各車コースインし、徐々にタイヤに熱が入り始めた開始5分のあたりで上位陣は1分47
秒台のラップを刻み出し、まずは1分47秒802でモニターのトップになる。木村偉織も48秒台に入り
トップのコンマ2秒差の所までつける。しかし翌周には全体的にペースが上がり上位陣は46秒台に
入り、計測5周目に入るとさらに上位陣はタイムを更新。1分46秒082のタイムが１位となった。木
村偉織も46秒台に突入するもなかなか前半へとタイムアップに苦しんだ。しかしセッション後半、
計測9周目に入ると、
トップタイムは1分 45秒949となり45秒台に突入。上位陣もタイムを上げる中、ラップタイム向上に
苦しみそのまま1分46秒837という結果で予選を終えた。

Driver’s voice------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

セクター３でのタイム差を詰めるべくドライビングや車を調整した結果、セクター２での車のバラ
ンスが悪くなり、大幅なタイムアップをすることが出来ませんでした。
ドライビングの面で車をなんとか出来ないのかと色々と試しましたが、かえって攻めすぎてしまい
上手く１周をまとめることや、車を前に進めることが出来ず不甲斐ない結果となってしまいました。
レースのペースも悪く、前に行くのは簡単ではありませんが少しでも順位を前へ、少しでもポイン
トを獲得出来るように頑張って参りたいと思います。
まずは午後の第３戦、焦らずに頑張りたいと思います。
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FIAF4 第３戦 富士大会 [１３位］
相変わらずの好天となる中、
第3戦のフォーメーションラップは午後1時25分にオンタイムでのスタートとなった。
クラッチトラブルに見舞われてスタートできず、オフィシャルの手によってピットに押し戻された車両が
いたため、35台となった隊列は1周の後グリッドに。レッドライトが消灯し全車がいっせいにスタートと
なったが、予選2番手を獲得していたフロントロウのドライバーがまさかのストール。マシンがあっという間
に集団に飲み込まれ、後続では混乱が生じた中でポジションを上げたのは16番グリッドの木村偉織。
スタート直後の1コーナーでスリーワイドとライバルに並びかけると、2コーナー立ち上がりで前へ。
順位を2つ上げ14番手となる。トップの3台は序盤コンマ数秒差でもつれ合うようにハイペースで接近戦を演
じる一方、4番手以降はややペースが悪く、じりじりと前の3台とギャップが拡大していくことに。
レーススタート前半戦、ダンロップコーナーにてバトル中、他の車両と接触。車のダメージに苦しみ、後半
ペースが圧倒的に無い中逃げ切り13番フィニッシュとなった。

Driver’s voice------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

スタートを上手く決め１コーナーのブレーキング勝負で並びかけ
上手くオーバーテイクすることが出来ました。
ペースも悪くなく、更に前を目指せそうな勢いはありましたが
接触後にマシンのバランスが狂ってしまいペースに悩まされ
後半は後続の車両から逃げ切るので精一杯なレースでした。
しかし、スタートの混戦の中の位置取りなど自分の強みを見せてた
レースだと思いました。
明日は一つ前の順位からのスタートなのでポイント獲得を目指して
走り抜けます。

FIAF4 第４戦 富士大会 [１２位］

前日に続き、晴れ晴れとした快晴となった5月4日（土）の富士スピードウェイ。
FIA-F4選手権第4戦の決勝は、オンタイムの午前8時40分にフォーメーションラップがスタートとなった。
前日の第3戦決勝中のアクシデントによりマシンにダメージを負ったドライバーがリタイアとなったため、
35台が臨んだこの第4戦決勝。レッドシグナルは午前8時44分に消灯、15周のレースがスタートとなった。、ここで8番手
スタートだった車両がストール。上位陣はポールシッター以下問題なくスタートを切ったが、
中団グループ以降ではマシンを避けるため混乱が発生。接触してしまい、クラッシュ発生。ダメージを
負ったマシンはストレート上でスピンし立ち往生することとなり、この車両の排除のためいきなりの
セーフティーカーが入ることになった。ところが、このセーフティーカー導入に気づくのが遅れたか、セクター3のあた
りで集団の中で複数の接触が発生。後続の複数車両がリタイア。走行を続けた車両もフロントウイングを損傷しており、
その後オレンジボードの提示を受けてピットに戻りマシンを降りることとなってしまう。木村偉織はスタートで失敗。１
コーナーまでで順位を２つドロップしてしまったがその後のブレーキング勝負で上手く車両をパス。その後SCが発生する
までバトル中に発生した混乱を上手く抜き、11位まで順位を上げた。SC再開後ペースが伸び悩んだ木村偉織はスタートで
パスした車両からの攻撃に苦しみ、なんとか防戦出来ていたがそれも叶わずストレートにて順位をドロップ。後半のペー
スの良さで追い上げたものの12位でのフィニッシュとなった。

Driver’s voice------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

第３戦では後半のペースに苦しみ、順位を上げるチャンスを逃してしまった為、第４戦では後半のペースを
上げるためにセットアップに微調整を加えました。
しかし、前半でセーフティーカーが入ってしまうという想定外の動きになった為、タイヤの温度をターゲット内に留める
ことが出来ず、再開後のペースが凄く悪く、厳しいレースになってしまいました。
後半は想定通りペースが上がり、本来タイムが悪くなるはずが予選のニュータイヤ時よりも好タイムを記録することが出
来、マシンとドライバー共々改善点がまだまだあると思いました。
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次戦にむけて 反省点・まとめ

今回の富士大会での最大の反省点は自分の走りのイメージが実際には速い走り方ではなく、
そのイメージに考えが固まっている状態でセットアップを煮詰めて行ってしまったが故、
起きてしまった結果だと考えております。

先ずは、自分の走りの引き出しを増やすためにも
今まで以上にドライビングのことを見つめ直し、
「ここでこんな走り方をしたらどうなるのか？」
など沢山トライ＆エラーを繰り返し、
ドライビングを高めて参りたいと考えました。

間違った意識によって作られた車はどんどん
違う方向性になっていってしまいます。
鈴鹿ではドライビングを徹底的に見直し、
レースに向けてテストを励んで参りたいです。

シルバースターレーシング
代表・関係者の皆様、スポンサー各社様、
IORI SUPPORTERSメンバーの皆様、
日常生活をサポートして下さる家族、
富士ラウンドでも応援して頂き
本当にありがとうございました。

これからも応援宜しくお願い致します。

第3大会の舞台となるのはチャレンジングで
テクニカルな鈴鹿サーキット。
コーナー数も一番多く、トップから最下位までの差が
最も大きく広がってしまうのも鈴鹿サーキット。
今季唯一走り慣れてるコースでどのようなレースを
見せてくれるのか期待したい。
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